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平成26年度第１回幹事会報告

平成26年４月１８日（金）

於：大阪警察病院

[出席者］

事務局長（増田徹）

幹事（井上智奈美､川野填樹､寺漂裕子､畑美之、

藤原純子､松井美抄枝）

[各部からの報告事項］

■事務局（総務）

(1)第４０回総会について

３月２０日（木）にキャンパスプラザ京都にお

いて開催された。参加者は３３館３９名。同時に

首藤佳子氏（元星ケ丘厚生年金病院図書室・病

図協初代事務局長）による総会記念講演「今は

昔、病図協が若かった頃」が行われた。

(2)会員異動

平成25年度末に、大阪市立総合医療センター、

大阪府済生会中津病院、滋賀県立成人病セン

ターより相次いで入会申込書が届き、メールで

の幹事会議にて入会を承認。２０１４年４月１日よ

り会員となった。

(3)ニュースレター

２月２７日（木）にNo.２７，３月１４日（金）に

No.２８を会員へ送信。

(4)医図協総会への臨席について

５月３０日（金）に日本科学未来館で開催され

る第８５回日本医学図書館協会総会に増田が出席

する。

(5)「図書館年鑑ｊ協議会の概況原稿提出

日本図書館協会に「図書館年鑑」に掲載され

る当協議会の概況原稿を３月１５日（土）に提出

した。

(6)文書番号

文書番号は今後も事務局総務担当が管理する

が、文書番号と内容を幹事コミュニティで幹事

が確認できるように、データを掲載する。

(7)KITOcatポスター発表

東海地区医学図書館協議会より依頼があり、

MIS３１でのKITOcatについてのポスター発表

に協力する。

■事務局（会計）

（１）会員数

正会員１１９

賛助会員４

購読会員４８

広告主４

(2)会計報告

（2014年３月１日～2014年４月１６日）

収入83,079円

（刊行物売上24,120円）

支出852,276円

（事業費81,419円、管理費770.857円）

今年度収支-769,197円

繰越金5,432,604円

合 計 4 , 6 6 3 , 4 0 7 円

(3)請求業務

新入会３施設に対し、入会セットと一緒に入

会金と年会費の請求書送付。

３３巻購読費は2013年度までに３５施設が支払

い済み。後払い施設など１３施設が残る。

５月に会員と賛助会員宛に会費の請求を行う。

(4)各部会計宛への連絡

予算限度額まで預金可能。必要であれば各部

の会計担当者は申し出ること。

会計フォームや幹事会後との連絡は2013年度

から変更なし。近図雲内で連絡するため、幹事

カテゴリに会計コミュニティを作成。

(5)名簿

６月１日時点の名簿情報を近図雲書庫に掲載。

公式コミュニティで事前に会員へ周知予定。

■研修部

(1)第133回研修会

日程：2014年３月２０日（木）

時間：１０時00分～１２時00分

場所：キャンパスプラザ京都（ＪＲ京都駅
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前）２Ｆ第一会議室

テーマ：事例・研究報告会

プログラム：

①洋雑誌の電子ジャーナル化計画

大阪赤十字病院診療‘情報管理課

雨乞久美氏

②｢DynaMed」と「MedlinewithFullText」

及び電子ジャーナル導入とIＬＬ件数の変化

京都桂病院図書室椎木淳美氏

③病院機能評価・卒後臨床研修評価を受審して

耳原総合病院医局 事 務 課 江 口 純 子 氏

④KinkiWebcatからKITOcatへ一目録サ

ポートチームからの報告一

京都第二赤十字病院図書室川野填樹氏

⑤近畿病院図書室協議会ホームページの改修

点と使い方について

関西労災病院図書室寺津裕子氏

参加者数：４５名

(2)部員

椎木淳美（京都桂)、谷口裕美子（八尾)、高

橋育子（姫路マ)、雨乞久美（阪日赤）

■会誌編集部

（１）原稿の状況

３３巻１号２月末発行。

３３巻２号初校待ち。

(2)３４巻１号２号の特集案

医中誌Webｗａｙ（へ）（PubMe道の医中誌Ｗｅｂ

版）を検討中。

編集部員は、検索問題になりそうな事例を集

める。

機関リポジトリ研修会の内容をテープ起こし

による原稿化を計画中。

事例研究報告会の内容は１号に掲載予定。

(3)編集部クリアファイル

入稿用のデータを松尾氏が作成中。

(4)新部員の入部

京都医療センターの岩瀬氏が入部。

(5)編集会議について

次回は、２０１４年５月１１日（日）に開催予定。
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■目録サポートチーム

(1)WindowsXPへの対応

２０１４年４月３日付の文書番号１４－３にて、

"WindowsXP搭載パソコンからのKITOcat利

用禁止に対する救済措置について”を発送した。

２０１４年４月９日、近図雲書庫“所蔵目録”に

ナレッジワイヤから提供の救済用措置のデータ

フアイル（冊子体書誌マスタ〈和>、冊子体書誌

マスタ〈洋>、ＥＪ書誌マスタ、機関情報）を公

開した。公開期間は７月２５日まで。

(2)新規データベースの登録

フルテキスト付データベースの新規登録を計

画し、登録を希望する会員機関を公式コミュニ

ティで募集した。新規フルテキスト付データベー

スは、MEDLINEwithFullText」と「CINAHL

withFullText」を予定している。

■統計調査部

(1)報告書について

２０１４年３月２０日総会にて統計調査報告をし

た。提出施設のうち、回答到着が確認できな

かった事例が１件、報告書の数字に１部不備が

あったことがわかった。

(2)今後の予定

２０１４年度は詳細調査の年にあたる。

■ホームページＷＧ

（１）作業状況

３月１９日ホームページ公開

３月２０日近図雲公開

３月２４日名簿用アドレスを１個取得

（adr＠hosplibinfb寺津）

３月２７日近図雲利用マニュアル、移行設定、

必ず行う操作の資料を全会員に送付

３月末不具合の修正を依頼

現在不具合の有無、登録者の確認など

(2)登録状況

４月１６日時点で、公式コミュニティ３２人、

会員コミュニティ３１人が参加（２８施設)。４月

末の締め切り後に登録を催促予定。
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(3)今後の課題

会員からの問い合わせのうち、以下は将来に

検討するため、今は対応しない。

・日記は全体に公開してもいいのではないか？

→利用者が‘慣れてきて要望が増えれば検討。

[協議・決定事項］

■事務局（総務）

(1)総会報告の送付

総会で議決されたことを会員に送付する。

(2)プロジェクトチームの設置

機関リポジトリ構築に向けて、事務局内に機

関リポジトリプロジェクトチームの設置とメン

バーの招集を実施。

主な業務は以下のとおり。

①会員施設宛の機関リポジトリ導入に関するア

ンケート作成と実情の把握・分析。

②投稿規定・運用指針等の収集、マニュアルの

作成。

③業者および使用ソフトの選定。

④近図雲を使用した会員への広報

⑤会員への研修計画の作成

藤原氏中心として活動を今年度より開始◎期

限は設けない。

(3)幹事役割分担（◎部長、○会計）

事務局：◎増田徹（藍野大）

松井美抄枝（大労災）

○寺津裕子（関労災）

研修部：◎藤原純子（音羽病）

会誌編集部：◎井上智奈美（三菱京）

統計調査部：◎増田（藍野大）

目録サポートチーム：◎川野虞樹（京二赤）

ホームページＷＧ：◎寺津（関労災）

（４）当協議会名刺について

対外交流もあるため、必要な場合、申請によ

り幹事および各部の部員に対して近畿病院図書

室協議会の名刺を作成、配布する。

■事務局（会計）

（１）名簿配布について

冊子の配布は会員コミュニティにアップされ

たファイルを自分で印刷して利用するので不要。

(2)本２冊配布すること

「わかりやすい医中誌ｗｅｂ検索ガイド」「図解

Pubmedの使い方」について神陵文庫と丸善か

ら見積もりをとった。

神陵文庫は冊子納品のみで、丸善は別料金だ

が発送を含めた見積もりがある。幹事館での発

送手配の作業簡略化のため発送の請負も含めて

丸善での発注でも可とする。

(3)当協議会備品について

ノートｐＣなどはレンタルで常に最新モデル

を使用する方法も視野に入れる。

研修会会場が貸会場ではなく病院施設の場合、

病院でＰＣを借りることができる時もある。研

修会の現状を踏まえ費用対効果を検討しＰＣを

購入するか、レンタル契約にするかについて再

度検討する。

■研修部

（１）新任者研修会の講師依頼

新任者研修会（日程未定）にて、目録サポー

トチーム、ホームページＷＧへ講師派遣依頼あ

り。承認する。

(2)抄録の事前公開

事例研究報告会の抄録を平成27年度より事前

に近図雲にて公開することを提案。事前に抄録

に目を通し発表の概要を知ることで、より理解

を深め事前に質問を考えることができる。

→承認。抄録の事前公開に伴い、抄録提出締

切を従来の総会・研修会’週間前より早める。

演題募集時に抄録の近図雲掲赦と締切スケジュー

ルの変更を周知する。

■会誌編集部

(l）もくじの英訳の振込先

名義の違う人への振込を希望された。振込可

能だが、名義が異なることを明記した契約書の

ようなものを作成しておくこと。井上氏が案を

作成し、幹事会にはかる。
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(2)病図協バインダー

今のところ用途がないため、製作は保留する。

(3)会員のオブザーバー参加について

ネタの行き詰まりや視野の固定化を防ぐため、

編集会議への会員の体験参加者を募集すること

を承認する。

■目録サポートチーム

（１）平成26年度部員承認

部員：春日井（名記念)、高須賀（松山市)、

高橋（島根)、松本（日本（）

(2)合同研修・勉強会の開催

研修部の協力のもと、中国四国九州医学図書

室ネットワークとの合同研修・勉強会を行いた

い。

<開催案〉

開催場所：岡山国際交流センター

開催時期：２０１４年６月２１日

開催理由：他図書室ネットワークもKITOcat

を利用できるようになったことか

ら、２０１３年より利用している中国

四国九州医学図書室ネットワーク

とＫＩＴＯｃａｔ利用およびIＬＬにつ

いての勉強・研修会を合同で開催

したい。

開催方法：研修部主催（目録サポートチーム

協力)、中国四国九州医学図書室

ネットワークとの共同開催。

上記案については新規事業の対外交流会とし、

幹事会による企画とする。ただし、午後の交流

会だけでは関西圏会員の参加を促すには魅力が

少ないため、午前に岡山県の図書館施設見学会

を研修部にて企画することを依頼する。午後は

内容から判断して目録サポートチームが中心と

なって中国四国九州医学図書室ネットワーク担

当者（松江市民病院）と企画を進める。会場費

は、目録サポートチームの２０１４年度活動費から

の支出とする。助成金など、予算については今

後の検討課題とする。
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■ホームページＷＧ

（１）ニュースレターの廃止

事会の議事録作成後に発信していたニュース

レターのメール配信を廃止し、ニュースレター

コミュニティを削除する。

ただし、公式コミュニティへの会員登録状況

がほぼ全会員施設に近づいた時点で廃止する。

(2)近図雲のデータ保管場所に使用について

データ保管場所として、コミュニティやト

ピックを作って使用する。

文書番号は事務局総務がファイルのアップを

行う。番号の取得は今までどおり松井氏に連絡

してから受けとる。

(3)新入会セットの管理

幹事コミュニティ内にトピックを作成し、各

部で随時更新ファイルをアップする。現在の新

入会セットの内容を整理した上で検討する。

(4)コミュニティを整理

会員名簿は近図雲書庫に置くため廃止する。

アンケートコミュニティは各事業部がイベント

で作成することにできるため廃止する。

(5)フォトレポート機能

現在はホームページＷＧのアカウントのアル

バムに書き込んだものが、フォトレポートとし

て掲載されている。フオトレポートのコメント

機能は不要のため削除する。

(6)郵送物と近図雲

公式コミュニティへの登録数から判断して、

郵送物を廃止するのはまだ難しい。各事業部は、

お知らせなどを郵送した後、データファイルを

公式コミュニティの各部トピックに掲載する。

郵送業務は昨年に続いて三菱京都病院で行う。

■統計調査部

（１）統計調査の集計プログラムについて

八尾市立総合病院の谷口氏にて統計調査用紙

のひな形を提示。次回の幹事会にて、質問・回

答事項の確認も含め、検討をする。

(2)調査結果の公開について

総会に提案後、議決を得て公開とする。
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